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１．地球環境問題の全容
２．地球温暖化の現状
３．地球温暖化の要因
４．地球温暖化のしくみ
５．温室効果ガスが増え続けると
６．地球温暖化の影響
７．気候変動への対策
８．地球温暖化対策の国際的な動向
９．日本での温暖化対策
１０．消費側のエネルギー経営
１１．省エネルギー法の概要
１２．資料：新エネルギーとは

どうなる！どうする！温暖化
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８．地球温暖化対策の国際的な動向

どうなる！どうする！温暖化
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注記：編集著作権がりますから営利目的の無断使用はお断りします。

H30.3.12：加筆修正、10頁・11頁を追記
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８．地球温暖化対策の国際的な動向１
国連気候変動枠組条約第２１回締約国会議（COP21）とは？
[含：京都議定書第１１回締約国会合（CMP11）]



矢部技術士事務所
4

８．地球温暖化対策の国際的な動向２
ＣＯＰ２１ 各国の主張！ 島しょ国は国土消失もあり得るので強固！

出典：日本経済新聞：平成２７年１１月２１日



矢部技術士事務所
5

８．地球温暖化対策の国際的な動向３
ＣＯＰ３（京都）⇒ＣＯＰ２１（パリ）へ 京都議定書
先進国に削減義務を課す
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８．地球温暖化対策の国際的な動向４
ＣＯＰ３（京都）⇒ＣＯＰ２１（パリ）へ 京都議定書
対象国が限定！ 中国・米国の２大排出国が対象外に！
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８．地球温暖化対策の国際的な動向５
ＣＯＰ３（京都）⇒ＣＯＰ２１（パリ）へ ポスト京都議定書
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８．地球温暖化対策の国際的な動向６
ＣＯＰ３（京都）⇒ＣＯＰ２１（パリ）へ ２大国（４２％）が目標設定をした



矢部技術士事務所
9

８．地球温暖化対策の国際的な動向７
第21回締約国会議（COP２１） 歴史的合意！
日本は２０１３年比で２０３０年までに２６％削減！

２０１５年１２月１２日

日本：

先進国の中では最も
意欲的な数値目標！
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８．地球温暖化対策の国際的な動向８
COP２１ 「パリ協定」として歴史的合意！ 対象はすべての国

産業革命以降の温度上昇を２℃あるいは1.5℃以内
に抑制する。
• 温室効果ガス排出量が速やかにピークに達して減

り始めるようにする。今世紀後半には温室効果ガス
の排出源と吸収源の均衡達成。森林・土壌・海洋が
自然に吸収できる量にまで、排出量を2050～2100年
の間に減らしていく。
• 地球の気温上昇を2℃より「かなり低く」抑え、1.5℃
未満に抑えるための取り組みを推進する。
• 5年ごとに進展を点検。
• 途上国の気候変動対策に先進国が2020年まで年
間1000億ドル支援。2020年以降も資金援助の約束。
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８．地球温暖化対策の国際的な動向９
COP21で「パリ協定の採択」 政府代表団の評価（抜粋）

新たな法的枠組みとなる「パリ協定」を含むCOP決定が採択された。
「パリ協定」においては、
・世界共通の長期目標として２℃目標のみならず１．５℃への言及

・主要排出国を含むすべての国が削減目標を５年ごとに提出・更新する
こと、共通かつ柔軟な方法でその実施状況を報告し、レビューを受ける
こと
・JCMを含む市場メカニズムの活用が位置づけられたこと

・森林等の吸収源の保全・強化の重要性、途上国の森林減少・劣化から
の排出を抑制する仕組み
・適応の長期目標の設定及び各国の適応計画プロセスと行動の実施

・先進国が引き続き資金を提供することと並んで途上国も自主的に資金
を提供すること
・イノベーションの重要性が位置づけられたこと
・５年ごとに世界全体の状況を把握する仕組み
・協定の発効要件に国数及び排出量を用いるとしたこと
・「仙台防災枠組」への言及（COP決定）が含まれている。
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８．地球温暖化対策の国際的な動向10
「京都議定書」と「パリ協定」の比較 、全ての国が対象！
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８．地球温暖化対策の国際的な動向11
「パリ協定」の目標達成には４２０億トン（－１３０億トン）に抑える！


